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国の観光カリスマでもある異色のまちづくり、人づく
りの達人が実践を経て、歴史を紐解き、ついにまとめ
上げた産業文化都市創造論。 

現愛媛大学客員教授が公務員として、30 年間に及ぶフ
ィールドワークの末に導き出した地域産業の再生と創
造法。 
 

官民一体になった真の情熱こそが、地方都市を再生し、

新たな活力を蘇らせる。そのノウハウが詰まった一冊。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の観光カリスマとして、日本各地の都市の再生・創造に尽力する著者が 

30 年のフィールドワークを通じて導き出した産業文化都市創造論。地元の産 

業をいかに守り、活用するかに腐心する行政関係者や地元企業、商店街必読 

の一冊。 

 

本書の内容 

第一部 産業文化都市の概念と創造 

第二部 産業文化都市の市民的・産業的基礎づくり 

第三部 市民的基礎としての「産業遺産」の知的活用 

第四部 市民的基礎としての「都市の記憶」の知的再生 

 

初版発行   2009 年 4月 1日 

         発 行 元  有限会社 桃青社 （電話 03－5804－7511） 

         発 売 元    株式会社 コスモの本 （電話 03－5336－9668） 

 

多摩大学大学院教授・望月照彦 
 

「ルイス・マンフォードの文明論を超え、

宮本常一民俗学の健脚を凌ぎ、リチャー

ド・フロリダのクリエーティブ資本論を

凌駕する、森賀盾雄の 30 年に亘る“知の

野帳”がここに開陳される。地域格差、

構造不況、グローバル資本主義の大洪水

の跡、“野亜（のあ）の方船”が地方都市

に残された。あなたの街が、コミュニテ

ィが、都市が、その方舟になり得るか。

森賀盾雄のこの一冊が、それを啓示する

だろう。」（帯の言葉より）。 


